
16

た
舞
踊
を
披
露
す
る
場

は
、
10
月
に
開
催
さ
れ

た
市
民
芸
術
文
化
祭
や

小
友
地
区
文
化
祭
、
藤

蔭
流
や
舞
踊
協
会
の
発

表
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

ま
た
福
祉
施
設
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
出
向
く
こ

と
も
多
い
そ
う
で
す
。

本
番
は
１
回
勝
負
と
い

う
緊
張
感
の
中
で
稽
古

ど
お
り
に
で
き
た
時
の

達
成
感
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
で
感
謝
さ
れ
る

こ
と
に
皆
さ
ん
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
日

本
舞
踊
に
触
れ
る
機
会

が
多
か
っ
た
と
い
う
斉

藤
サ
キ
子
さ
ん
（
77
歳

・
三
条
）
は
一
時
期
家

庭
の
都
合
な
ど
で
離
れ

て
い
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
百
合
恵
の
会

発
足
と
同
時
に
踊
り
を

再
開
し
た
と
の
こ
と
で

「
振
り
付
け
を
覚
え
る

た
め
に
頭
を
使
い
、
体

を
動
か
し
、
健
康
に
も

良
い
と
思
う
。
長
く
続

け
ら
れ
る
の
は
楽
し
い

か
ら
だ
が
、
一
番
は
稽

古
や
発
表
会
に
送
り
出

し
て
く
れ
る
家
族
の
お

か
げ
」
と
感
謝
を
口
に

し
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
今
の

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
。

「
日
本
舞
踊
は
年
齢
を

重
ね
て
も
で
き
る
の
で
、

み
ん
な
に
は
楽
し
ん
で

舞
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
三
浦
さ
ん
は
話
し
ま

す
。
稽
古
時
は
穏
や
か

な
雰
囲
気
な
が
ら
曲
が

流
れ
る
と
皆
さ
ん
身
を

引
き
締
め
、
優
雅
に
息

の
合
っ
た
踊
り
を
舞
っ

て
い
ま
し
た
。

10月28日に行
われた市民芸
術文化祭での
出演の様子

三浦玲子さん
（右）が指導を
行います

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
団

体
を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
第
６
回
は
「
百
合
恵
の
会
」
で
す
。

市
内
で
活
動
す
る
団
体
を
紹
介

熱
中　夢
中

6
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百合恵の会

美しい舞踊は
楽しむ心から

　
　

設
立
は
平
成
17
年
。

　
　

身
近
な
所
で
日
本

　
　

舞
踊
が
で
き
る
よ

う
に
と
、
代
表
の
三
浦

玲
子
さ
ん
（
80
歳
・
森

子
）
が
設
立
し
ま
し
た
。

　

多
数
の
流
派
が
あ
る

日
本
舞
踊
の
中
で
、
百

合
恵
の
会
は「
藤
蔭
流
」

に
属
し
、
県
で
は
藤
蔭

流
藤
袖
会
、
由
利
本
荘

市
に
は
百
合
恵
の
会
を

含
め
同
じ
流
派
の
会
が

５
つ
あ
り
ま
す
。
会
の

名
前
は
三
浦
さ
ん
が
家

元
か
ら
命
名
さ
れ
た

「
藤
蔭
百
合
恵
」
の
名

を
由
来
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
会
員
は
６
人
で
、

中
に
は
未
経
験
で
入
っ

た
人
も
い
ま
す
。
稽
古

は
週
２
回
、
小
友
公
民

館
や
市
民
交
流
学
習
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
行
い

ま
す
。
三
浦
さ
ん
が
指

導
者
と
し
て
振
り
付
け

の
細
か
な
部
分
ま
で
丁

寧
に
指
導
し
ま
す
。
年

間
を
通
じ
て
多
く
の
稽

古
を
積
み
重
ね
る
の
は
、

毎
年
新
し
い
舞
踊
を
習

得
す
る
た
め
。
大
変
そ

う
な
印
象
を
受
け
ま
す

が
、
合
間
に
は
お
茶
や

お
菓
子
で
休
憩
を
と
る

な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
な
が
ら
稽
古
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
う
し
て
身
に
付
け

Interactive
Side Story

 ふれあい
　サイドストーリー
 ふれあい
　サイドストーリー

戸時代から明治時代にかけて、大阪
から北海道までの間を日本海回りで
航行した商船で、寄港地各所で物の
売り買いをしながら人や文化の交流
をももたらしたといわれています。
　その北前船によって越前から伝
わったとされる「赤瓦」の謎に迫る
企画展が、本荘郷土資料館で開催さ
れています。市内では、寺や神社の
ほか個人宅の屋根にも赤瓦がふかれ、
中には今なお屋根に残っているもの
もあります。デザインは、厄よけのた
めの鬼や獅子、子孫繁栄を願う鶴や
亀をモチーフにしたもののほか、て
んぐをかたどったユニークなものまで

　皆さんは「北前船」についてどん
なことを知っていますか？
　由利本荘市は今年５月、日本遺産
「荒波を越えた男達の夢が紡いだ異
空間～北前船寄港地・船主集落～」
に追加認定されました。北前船は江

北前船がもたらした文化に触れよう！ 本荘郷土資料館に「瓦」ずらり

バラエティー豊か。そしてその多くに刻まれた
「平八」の名前から、当時の様子についてさま
ざまな想像を膨らませて楽しむことができます。
　この機会に身近な日本遺産に触
れ、ちょっぴり歴史のロマンを感じ
てみてはいかがですか？

●編集・発行／由利本荘市広報課

No.328　  11月15日発行

わったとされる「赤瓦」の謎に迫る
企画展が、本荘郷土資料館で開催さ
れています。市内では、寺や神社の
ほか個人宅の屋根にも赤瓦がふかれ、
中には今なお屋根に残っているもの
もあります。デザインは、厄よけのた
めの鬼や獅子、子孫繁栄を願う鶴や
亀をモチーフにしたもののほか、て
んぐをかたどったユニークなものまで

　皆さんは「北前船」についてどん
なことを知っていますか？
　由利本荘市は今年５月、日本遺産
「荒波を越えた男達の夢が紡いだ異
空間～北前船寄港地・船主集落～」
に追加認定されました。北前船は江

本荘郷土資料館企画展
「謎の瓦師平八と赤瓦展」は
平成３１年１月２０日まで。からすてんぐ

　　   の鬼瓦
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　実りの秋に感謝し、芸能や美術作品の日頃の成果を披露する秋まつりが、10月20日から28日にか
けて市内各地域で開催されました。各地域で特色あるイベントが行われ、会場は多くの来場者でに
ぎわいました。

実りの秋を堪能

●矢島産業文化祭

うまくできるかな？矢島小学校によるひまわりコーナー

もちつき体験！  おいしくな～れ♪

●大内地域市民祭

子どもたちのかわいい踊り（上）に大喜びの皆さん（下）

●収穫感謝イベント  はまなすフェア

西目のリンゴはやっぱり大人気！大きなコイにびっくり！名物ねぎまつり。こんなに詰めました！

おいしいお菓子をどうぞ♪

●岩城地域文化祭

子どもに人気の木工教室と、美しい作品が並んだ展示会場

優雅なダンスを披露した岩城ビーチ・アロハの皆さん

●由利本荘市民まつり

色鮮やかなごてんまり

多くの来場者でにぎわった農作物や絵画などの作品展

●東由利秋まつり

歌や踊りが披露された芸能発表会

子どもたちに大人気の縁日ひろば

●鳥海地域産業文化祭

中学生の演奏と笹子盆踊りに、大きな拍手（上・下）

●ゆりまつり

元気に走る児童たち とっても上手！ 子どもたちの力作を展示

今年も見事な出来栄え
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Yurihonjo  City  Topics

北
前
船
へ
の
理
解
深
め
る

北
前
船
寄
港
地
あ
き
た
交
流
セ
ミ
ナ
ー

　
本
市
を
含
む
県
内
４
市
が
日

本
遺
産
「
荒
波
を
越
え
た
男
た

ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
〜
北

前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜
」

に
追
加
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
、
10
月
20

日
に
カ
ダ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
北
前
船
寄
港

地
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
の
石
川
好

さ
ん
が
講
演
を
行
い
「
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
安
心

せ
ず
、
認
定
を
受
け
た
各
地
が

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
文
化
財
や

ス
ト
ー
リ
ー
を
し
っ
か
り
把
握

し
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
話
し
ま
し
た
。
講
演
後

は
本
市
の
ほ
か
、
秋
田
市
、
に

か
ほ
市
、
男
鹿
市
、
能
代
市
の

各
担
当
者
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
互
い
の
歴
史
や
文

化
を
紹
介
し
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
山
小
学
校
と

鶴
舞
小
学
校
の
代
表
児
童
が
北

前
船
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を

　市長の長谷部です。10月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

　
本
市
の
友
好
都
市

・
ヴ
ァ
ー
ツ
市
が
あ
る
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
パ
ラ
ノ
ビ
チ
・
ノ

ル
バ
ー
ト
駐
日
大
使
が
こ
の
ほ

ど
本
市
を
訪
れ
、
市
役
所
の
ほ
か
、

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
と
鳥
海
山
木
の

お
も
ち
ゃ
美
術
館
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。
同
国
と
関
わ
り
の
あ
る
東

北
各
県
の
市
町
村
を
訪
問
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
今
後
も
ヴ
ァ

ー
ツ
市
を
は
じ
め
、
同
国
と
の

交
流
・
親
睦
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

10月３日（水）
○鳥海・笹子地区の地すべり現場を視察
　（長畑地内）

　
地
す
べ
り
の
兆
候
が
み
ら
れ

警
戒
し
て
い
た
同
地
内
で
、
大

規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
た

と
の
連
絡
を
受
け
、
現
場
へ
駆

け
付
け
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
が
隆

起
し
た
ほ
か
、
土
砂
で
川
が
せ

き
止
め
ら
れ
、
道
路
の
す
ぐ
そ

ば
ま
で
水
が
押
し
寄
せ
ら
れ
た

箇
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
、
被
害
が
拡
大
し
な

い
よ
う
、
関
係
機
関
と
と
も
に

警
戒
を
強
め
て
ま
い
り
ま
す
。

10月23日（火）
○ハンガリー駐日大使が本市を訪問

ま
と
め
た
「
北
前
船
こ
ど
も
新

聞
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
り
、

地
元
の
団
体
に
よ
っ
て
北
前
船

に
ち
な
ん
だ
儀
式
唄
や
民
謡
が

披
露
さ
れ
る
な
ど
、
訪
れ
た
人

た
ち
が
北
前
船
の
も
た
ら
し
た

遺
産
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

小
学
生
と
シ
ニ
ア
世
代
が
野
球
で
交
流

由
利
本
荘
・
に
か
ほ
世
代
間
交
流
野
球
大
会

　
次
代
を
担
う
青
少
年
と
シ
ニ

ア
世
代
の
交
流
の
場
を
つ
く
り

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

世
代
間
交
流
野
球
大
会
（
由
利

本
荘
青
年
会
議
所
主
催
）
が
、

10
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
東
由
利
野
球
場
な
ど
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
市
と
に
か
ほ
市

の
学
童
野
球
と
６
０
０
歳
野
球

の
合
わ
せ
て
14
チ
ー
ム
、
約
３

０
０
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
６
０
０
歳
野
球
チ
ー
ム
が
長

年
の
経
験
を
生
か
し
た
落
ち
つ

い
た
プ
レ
ー
で
着
実
に
得
点
を

重
ね
る
と
、
学
童
野
球
チ
ー
ム

も
大
人
に
負
け
な
い
積
極
的
な

プ
レ
ー
を
見
せ
、
め
っ
た
に
経

験
で
き
な
い
試
合
に
全
力
で
挑

ん
で
い
ま
し
た
。

Event  and  Sports

お
話
の
世
界
を
楽
し
む

お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
好
き

に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
「
お
は

な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
市

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
会
議

主
催
）
が
10
月
20
日
に
中
央
図

書
館
で
開
か
れ
、
親
子
連
れ
な

ど
約
80
人
が
お
話
の
世
界
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
読
み
聞
か
せ
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る

市
内
８
団
体
が
、
手
遊
び
や
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
人
形
劇
な

ど
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
夢

中
で
手
遊
び
を
す
る
な
ど
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

全
長
１
１
７
㌔
を
ラ
ン
ナ
ー
が
力
走

第
58
回
奥
羽
横
断
駅
伝
競
走
大
会　

日
本
海
と
太
平
洋
を
結
ぶ
国

道
１
０
７
号
の
東
北
横
断
に
挑

む
奥
羽
横
断
駅
伝
競
走
大
会
が

10
月
27
日
・
28
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
各
県
対

抗
６
、
一
般
19
、
高
校
３
の
計

28
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
第
一
走
者
は
由
利
本

荘
市
役
所
前
を
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
、
沿
道
に
訪
れ
た
見
物
客

に
拍
手
で
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

□
本
市
関
連
チ
ー
ム
の
結
果

【
一
般
の
部
】
由
利
本
荘
に
か

ほ
陸
協…

15
位

木
と
親
し
む
催
し
で
に
ぎ
わ
う

第
13
回
森
林
組
合
ま
つ
り北前船について語る石川さん

儀式唄「石脇さんぶつ」を披露する
石脇伝統芸能保存会の皆さん

　
林
業
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
、
第
13
回
森
林
組
合

ま
つ
り
（
本
荘
由
利
森
林
組
合

主
催
）
が
10
月
21
日
に
西
目
製

材
所
で
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
毎
年
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
人
気
を
集
め
て
お
り
、
こ
の

日
も
ま
つ
り
開
始
前
か
ら
、
苗

木
を
も
ら
お
う
と
す
る
人
の
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
林
組
合
な
ら
で
は

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
杉
の
丸

太
を
切
る
速
さ
を
競
う
丸
太
切

り
競
争
や
、
大
き
さ
が
バ
ラ
バ

ラ
の
丸
太
を
積
み
重
ね
る
競
争

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
丸
太

積
み
競
争
で
は
斜
め
に
切
ら
れ

た
丸
太
も
あ
っ
て
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
が
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
が
ら
慎
重
に
積
み
重
ね
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

秋
空
の
下
、
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
秋
ま
つ
り　

西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
秋
ま
つ

り
が
10
月
21
日
に
同
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
午
前
中
に
は
、
そ
り
っ
こ
レ

ー
ス
や
リ
ン
ゴ
皮
む
き
競
争
、

ア
ケ
ビ
の
種
飛
ば
し
競
争
な
ど
、

合
わ
せ
て
10
種
目
の
競
技
に
挑

戦
す
る
秋
の
大
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
参
加
者
は
額
に
汗
を

浮
か
べ
な
が
ら
、
親
子
や
兄
弟

で
協
力
し
て
笑
顔
で
競
技
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
猿
倉
人
形
芝
居

の
上
演
や
本
荘
高
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
会
も
行
わ
れ
、
訪

れ
た
来
場
客
は
穏
や
か
な
秋
の

１
日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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市
内
各
施
設
の

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

1

日
本
体
育
大
学
体
育
研
究
発
表
実
演
会
に

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

2

　
市
で
は
、
平
成
31
年
４
月
か
ら

次
の
施
設
の
管
理
代
行
を
行
う
団

体
（
個
人
不
可
）
を
募
集
し
ま
す
。

申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、
期
限

内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

施
設
に
関
す
る
質
問
は
11
月
22

日
㈭
ま
で
、
文
書
（
電
子
メ
ー
ル

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
で
受
け
付
け
ま
す

質
問
事
項
へ
の
回
答
は
、
現
場
説

明
会
で
施
設
説
明
と
併
せ
て
行
い

ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の
質
問
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
12
月
２
日

㈰
に
開
催
さ
れ
る
日
本
体
育
大
学

体
育
研
究
発
表
実
演
会
に
、
市
内

各
地
域
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
な
お
、
乗
車
で
き
る
の
は

入
場
チ
ケ
ッ
ト
ま
た
は
入
場
整
理

券
な
ど
を
お
持
ち
の
方
に
限
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
定
員
が
あ
り
先
着

順
と
な
り
ま
す
の
で
、
乗
車
を
希

望
す
る
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※

自
家
用
車
で
来
場
す
る
場
合
は
、

駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
乗
り

合
い
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
開
始
　
11
月
19
日
㈪

※

受
付
時
間…

平
日
９
時
〜
17
時

第
４
回
「
市
議
会
定
例
会
」
の

会
期
日
程（
予
定
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す

3

「
地
域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」

固
定
資
産
税
を
使
用
期
間
相
当
分
減
免
し
ま
す

4

　
会
期
や
日
程
は
今
後
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
際

な
ど
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
期
　
11
月
30
日
㈮
〜
　
　
　
　

　
　
　
　
　
12
月
18
日
㈫

○
11
月
30
日
㈮…

本
会
議
（
開
会
、

　
議
案
の
説
明
）

○
12
月
５
日
㈬
・
６
日
㈭…

本
会

　
議
（
一
般
質
問
）

○
７
日
㈮…

本
会
議
（
一
般
質
問
、

　
議
案
質
疑
）

○
10
日
㈪
〜
13
日
㈭…

各
委
員
会

○
18
日
㈫…

本
会
議
（
質
疑
、
討

　
論
、
採
決
、
閉
会
）

本
会
議
開
会
時
刻

○
11
月
30
日
㈮
、
12
月
18
日
㈫…

　
10
時

○
12
月
５
日
㈬
、
６
日
㈭
、
７
日

　
㈮…

９
時
半

※

11
月
19
日
㈪
正
午
ま
で
に
受
理

し
た
請
願
・
陳
情
を
今
定
例
会
で

審
議
す
る
予
定
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
除
排
雪
の
促
進
を
図
り
、
住
宅

密
集
地
の
空
き
地
な
ど
を
雪
置
き

場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
「
地

域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
町
内
会
な
ど
が
冬
期
間
、
空
き

地
な
ど
の
土
地
所
有
者
か
ら
土
地

を
借
り
受
け
、
雪
置
き
場
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
市
に
届
け
出
た

場
合
に
、
提
供
さ
れ
た
土
地
の
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
を
使
用
期
間

相
当
分
減
免
し
ま
す
。

　
な
お
、
雪
置
き
場
の
管
理
運
営

は
町
内
会
な
ど
が
自
ら
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

雪
置
き
場
の
基
本
要
件

○
町
内
会
な
ど
の
範
囲
に
属
し
、

　
ま
た
は
隣
接
す
る
土
地

○
土
地
の
広
さ
が
お
お
む
ね
１
５

　
０
〜
５
０
０
平
方
㍍

○
町
内
会
な
ど
と
土
地
所
有
者
が
、

　
書
面
に
よ
り
土
地
使
用
貸
借
契

　
約
（
無
償
）
を
締
結
し
た
も
の

○
固
定
資
産
税
の
評
価
地
目
が
宅

　
地
お
よ
び
宅
地
比
準
雑
種
地
で

　
あ
る
こ
と
（
農
地
、
山
林
、
原

　
野
は
対
象
外
）

※

こ
の
ほ
か
、
雪
置
き
場
に
通
じ

る
道
路
の
通
行
に
制
限
が
な
い
こ

と
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

使
用
予
定
地
が
事
業
対
象
に
当
て

は
ま
る
か
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
　
11
月
30
日
㈮

☎
24―

６
３
８
６

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局 

☎
24―

６
３
４
０

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

由利本荘市民まつり
上位入賞おめでとうございます（敬称略）

■農産品品評会優等賞

■第49回全国ごてんまりコンクール 

■第75回由利本荘市工芸品展

■第47回本荘由利未来の科学ゆめ絵画展

■第66回本荘由利発明工夫展

■由利本荘市・にかほ市小学生書道展

■ジオパーク児童絵画コンテスト

由利本荘米
水稲雑穀
イモ類
葉たばこ 
果実
野菜
花き
農産加工品
飼料作物
キノコ類
学校農園の部

あきたこまち
大豆（リュウホウ）
からとりいも

長谷山　博昭
小松　久平
保科　正子
髙橋　幸助
三浦　司
半田　淳 
小松　金義
豊島　昻生
小野　勲一
㈱ファーム鶯
石沢保育園

種　類 品　　　種 地域氏　名
東由利
鳥海
本荘
鳥海
西目
本荘
鳥海
矢島
東由利
由利
本荘

葉たばこ（第１バーレー
種たいへい）
りんご（ふじ）
ミニトマト（サンチェリ
ーピュアプラス） 
りんどう（深山秋）
ぶどうジュース

生椎茸 
畑の野菜いただきまーす

乾牧草（オーチャードグ
ラス）

東北経済産業局長賞
秋田県知事賞
由利本荘市長賞
秋田県観光連盟会長賞
秋田県物産振興会賞
読売新聞社賞
河北新報社賞
朝日新聞社賞
毎日新聞社賞
秋田魁新報社賞
ＮＨＫ秋田放送局賞
ＡＢＳ秋田放送賞
ＡＫＴ秋田テレビ賞
ＡＡＢ秋田朝日放送賞

花笠の舞
バラ
桜
紅葉残照（10K）
菊
秋田の風景
夢花火
菊
七宝向い鶴
大輪菊
小紋麻の葉
風車
かごめと小花
レース模様

橋崎　美智子
田海　豊子
髙橋　貞子
宮原　浩子
菱刈　英子
今村　愛子
寺井　雅咲
椎川　ミワ子
竹内　マツ子
本間　せつ
齋藤　韶子
石井　てる子
山川　三四子
新井　貴代子

京都府
埼玉県
由利本荘市
和歌山県
にかほ市
山形県
東京都
由利本荘市
和歌山県
秋田市
茨城県
埼玉県
茨城県 
埼玉県 

賞区分 作品名 住　所氏　名

賞区分 作品名 氏　名

賞区分

賞区分 作品名 学校・学年氏　名

作品名 氏　名

由利本荘市長優秀賞
由利本荘市長優良賞
由利本荘市議会議長賞
由利本荘市商工会長賞
朝日新聞社賞
ＮＨＫ秋田放送局賞 
ＡＢＳ秋田放送賞
ＡＫＴ秋田テレビ賞
ＡＡＢ秋田朝日放送賞
由利本荘市シルバー
人材センター理事長賞

山葡萄　三つ編み込かご
くるみの木の皮のかご
２ｗａｙショルダーバッグ
手さげ  
夫婦座布団
のれん 
ぶどう皮　かご（小）
トートバッグ 
くるみの皮のカゴ（小）

眞坂　和子
石井　厚子
阿部　克子
佐々木　やす子
土田　タカ子
徳山　寛子
堀　悦子 
三浦　久美子
佐藤　美津子

ショルダーバッグ（大） 小松　紀子

由利本荘市教育委員会教育長賞（団体の部）

秋田県発明協会長賞
ちきゅうレントゲン
会話ができるフォトフレーム
イーグルポリス

新山小学校
伊藤　陸人
長田　未莉歩
大庭　路也

新山小２年
小友小４年
東由利小５年

学校・学年

学校賞（団体の部）
秋田県発明協会長優秀賞 ポータブルクーラー

大内小学校
佐藤　淳喜  西目小１年

加藤　百峰
荒川　かがり
奥山　晴菜
嶋田　紗希

平沢小３年
平沢小４年
院内小５年
鶴舞小６年

由利本荘市長賞

賞区分 氏　名 学校・学年

   賞区分
最優秀賞
優秀賞
優秀賞

　　　　   作品名
九十九島
石沢きょう・石沢大たき
し子が鼻湿原のあがりこ大王

    氏　名
千葉　琉汐
佐藤　彩音
木内　夢子

学校・学年
新山小５年
尾崎小５年
西目小５年

。

送迎バス運行一覧

※帰りは終演後（16時半予定）、ナイスアリーナバス停付近から出発
します。

出発場所 出発時間 定員 申し込み・
問い合わせ先

由利本荘市役所 12時50分 70人
スポーツ・ヘルス
コミッション推進部
☎２４－６２７６

日新館

岩城会館

善隣館

大内公民館

東由利総合支所

西目中野球G側駐車場

紫水館

12時30分

12時30分

12時40分

12時40分

12時30分

12時50分

12時20分

30人

25人

25人

35人

45人

35人

25人

矢島教育学習課

岩城教育学習課

由利教育学習課

大内教育学習課

東由利教育学習課

西目教育学習課

鳥海教育学習課

☎５６－２２０４

☎７３－２４６８

☎５３－２２４５

☎６５－２２１０

☎６９－２３１０

☎３３－２３１５

☎５７－２８８１

○指定管理期間：平成３１年４月１日～平成３４年３月３１日
○公募期間：１１月１５日（木）～１２月１４日（金）
※事前に 12月７日（金）まで公募参加申込書を提出してください。

施　　設　　名 現地説明会 応募・問い合わせ先

由利本荘市
西目ふるさと資源活用センター
由利本荘市
史跡保存伝承の里・天鷺村

大内総合支所産業課
☎６５－２２１６

１１月３０日（金）
（要事前申し込み）由利本荘市大内地場産業振興施設

岩城総合支所産業課
☎７３－２０１４

１１月３０日（金）
（要事前申し込み）

由利本荘市岩城資源活用交流施設
「天鷺ワイン城」および由利本荘市
天鷺ワイン城地下貯蔵庫

矢島総合支所産業課
☎５５－４９５６

観光文化振興課
☎２４－６３７６

１１月３０日（金）
（要事前申し込み）

由利本荘市矢島農林水産物処理加工
施設および由利本荘市矢島農林水産
物処理加工施設・資料展示室

１１月２８日（水）
（要事前申し込み）

由利本荘市東由利道の駅周辺施設
（東由利温泉保養施設黄桜温泉「湯
楽里」、東由利産地形成促進施設）

１１月３０日（金）
（要事前申し込み）

由利本荘市大内道の駅周辺施設
（大内総合交流ターミナル施設「ぽ
ぽろっこ」、総合交流ターミナル温
泉宿泊施設「ぽぽろっこ」、大内多
目的広場、大内交流広場）

１１月３０日（金）
（要事前申し込み）

１１月３０日（金）
（要事前申し込み）

１１月２９日（木）
（要事前申し込み）

由利本荘市岩城道の駅周辺施設
（岩城総合交流ターミナル「ケベッ
ク」、岩城温泉「港の湯」、岩城地
域資源活用総合交流促進施設、岩城
活魚センター）
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日時　11月30日㈮　９時半～11時半
会場　由利高原鉄道　矢島駅２階
内容　認知症予防の運動、脳トレ、茶話会
参加費　無料
問　南部地域包括支援センター
　　☎７４－４１５０

▶▶催し

健
康

だ 

よ 

り

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

■認知症カフェ（オレンジカフェ）
　認知症の方本人またはその家族、
地域住民など誰でも参加できます。
①オレンジ喫茶
　日時　11月16日㈮　14時～16時
　会場　コミュニティケア大内（岩
　　谷町字西野２０９）
　参加料　500円
　内容　茶話会　　
　問　小笠原さん　
　☎６２－０８０５　※送迎相談可
②展望カフェ「わかば」
　日時　11月17日㈯　13時半～16時
　　半
　会場　サービス付き高齢者向け住
　　宅わかば（石脇字田尻野８－３）
　参加料　無料
　内容　薬剤師による身近なお薬の
　　話
　問　木内さん　☎７４－３０１３
③認知症の人と家族のつどい
　日時　11月24日㈯　14時～15時半
　会場　NPO法人由利本荘にかほ市
　　民が健康を守る会事務所（石脇
　　字石脇２）
　参加料　無料
　内容　情報交換ほか　
　※毎週水曜10時～15時は個別電話 
　　相談可
　問　谷合さん　☎２３－４４８８
④認知症予防拠点カフェあまさぎ
　日時　12月13日㈭　10時～14時
　会場　かやぶき荘（岩城冨田字根
　　本１０－２２）
　参加料　無料
　内容　講話「インフルエンザにつ
　　いて」とコグニサイズ
　問　渡辺さん　☎６２－５００１
　　　※送迎相談可

　「駅ナカカフェ」は地域の方がふらっと立ち寄り、お茶を飲みながら介護予防
や認知症予防について学んだり、おしゃべりを楽しむ集いの場です。
　誰でも参加できますので、寒くて家に閉じこもりがちなこの時期、一歩外出し
て遊びにきてください！

　全国的に梅毒が増加していて、秋
田県でも梅毒患者の報告がされて
います。
　妊娠中の女性が梅毒に感染する
と、死産や早産、新生児死亡、奇
形が起こることがあるため（先天梅
毒）、特に注意が必要です。
　県内の各保健所では、梅毒などの
性感染症検査を無料、匿名で実施し
ています。
問　秋田県由利本荘保健所
　　健康・予防課
　　☎２２－４１２２

満100歳
おめでとうございます

満100歳
おめでとうございます

阿部　キクミさん

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

（大正７年10月25日生まれ・石脇）

～これからもお元気でお過ごしください～

梅毒が増加しています！

く も

「駅ナカカフェ」を開催します

■「心はればれゲートキーパー」養成講座
　身近な人が発する自殺サインに
「気づき」、「声かけ」をし、必要
な支援へ「つなぐ」役割を担うボラ
ンティアについて学んでみませんか。
日時　11月28日㈬　14時～16時
会場　由利地域振興局
参加費　無料
申し込み　秋田ふきのとう県民運動 
　実行委員会　
　☎０１８－８５３－１８３１

■いのちの総合相談会
　心や体、生活のことなど１人で悩
まず、ご相談ください。
開催日　11月28日㈬、29日㈭　
時間　10時～17時
会場　市民交流学習センター
※相談無料、秘密は厳守いたします。
※事前予約が必要です。
申し込み　ＮＰＯ法人　蜘蛛の糸
　☎０１８－８５３－９７５９

■エイズ相談・検査（ＨＩＶ迅速検査）
　ー 12月１日は世界エイズデーです ー
　匿名、無料で受け付けます。お気
軽にご相談ください。
日時　12月４日㈫　16時半～19時
会場　由利本荘保健所
申し込み　由利地域振興局福祉環境
　部　健康・予防課　
　☎２２－４１２２
※毎月第１火曜日（17時半～19時）、
第３火曜日（10時～ 12時）も相談、
検査を実施しています。電話相談も
随時行っています。
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づ
け
ば
も
う
11
月
の
中
旬
。
あ

　
　
　
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
残

り
の
日
々
を
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

体
調
管
理
に
は
注
意
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　                       

（
慶
）

　
　
　
っ
く
り
楽
し
も
う
と
思
っ
て
い

　
　
　
た
秋
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

雪
の
シ
ー
ズ
ン
に･･･

。
季
節
ご
と
に
良

い
思
い
出
を
残
せ
る
有
意
義
な
過
ご
し

方
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
い
こ
の
間
ま
で
半
袖
で
過
ご
し

　
　
　
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、

今
年
も
あ
と
１
カ
月
余
り
と
な
り
ま
し

た
。
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
気
を
引
き

締
め
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。    

（
蔵
）

　
　
　
っ
と
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
か
ら

　
　
　
す
て
ん
ぐ
の
鬼
瓦
、
鬼
瓦
は
魔

除
け
の
一
種
で
鬼
が
基
本
だ
と
思
っ
て

い
た
私
の
勉
強
不
足
で
し
た
。
本
荘
郷

土
資
料
館
の
企
画
展
で
再
度
勉
強
し
ま

す
。                        

　
　     

（
竹
内
）

きゆは つ

　
本
年
10
月
に
、
市
民
待
望
の
「
由

利
本
荘
（
ナ
イ
ス
）
ア
リ
ー
ナ
」
が

オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
武
道
、
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ

る
一
人
と
し
て
大
変
う
れ
し
く
思
う

と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
や
活

動
に
大
き
な
期
待
を
よ
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
皆
さ
ま
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
２

０
２
０
年
に
は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
国
民
の
目
や
期
待
は
、

や
や
も
す
る
と
「
メ
ダ
ル
獲
得
」
に

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
大
切
な
こ
と
は
国
際
親
善
・

交
流
で
あ
り
、
ま
た
国
民
の
健
康
志

向
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い

て
「
生
涯
武
道
」
や
「
生
涯
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
」
の
実
践
と
い
う
こ
と
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

た
だ
単
に
技
術
の
向
上
ば
か
り
に
捉

わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
継
続
し
、
心
身
と
も
に
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　
ロ
ー
マ
の
詩
人
、
ユ
ウ
エ
ナ
リ
ス

は
「
健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
身

体
に
や
ど
る
」
と
唱
え
て
い
ま
す
。

体
が
健
康
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
っ

て
精
神
も
健
全
で
あ
り
、
何
事
も
身

体
が
「
基
（
も
と
）
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー
プ

ン
し
た
こ
と
を
機
会
に
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
「
健
康
の
向
上
」
や
「
健
康

と
は
？
」
を
さ
ら
に
意
識
す
る
と
と

も
に
、
将
来
は
こ
の
ア
リ
ー
ナ
を
活

用
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
の
世
界
大
会
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
全
国
大
会
や
県
大
会
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
が
育
成

・
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

故
郷
由
利
本
荘
市
に
想
い
を
よ
せ
て

宮塚利雄さん
（東由利地域出身）

宮塚コリア研究所代表

山梨県在住　　　　　

井島　章さん
（本荘地域出身）

国際武道大学体育学部教授
由利本荘市スポーツ振興大使
千葉県在住

故郷への想い
　
初
対
面
の
人
と
会
っ
て
自
己
紹
介

の
時
「
秋
田
県
出
身
で
す
」
と
言
う

と
、
相
手
側
は
「
秋
田
は
ど
ち
ら
で

す
か
」
と
聞
い
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

私
が
「
由
利
本
荘
市
で
す
」
と
答
え

る
と
、
10
人
中
８
〜
９
人
は
「
由
利

本
荘
市
っ
て
、
秋
田
県
の
ど
こ
で
し

ょ
う
か
」
と
聞
き
返
し
て
く
る
。

　
簡
単
な
答
え
方
と
し
て
「
山
形
県

と
の
県
境
に
あ
る
有
名
な
鳥
海
山
の

麓
に
あ
る
、
海
山
に
恵
ま
れ
た
町
で

す
」
と
言
う
と
、
相
手
側
は
何
と
な

く
理
解
し
た
よ
う
な
表
情
を
す
る
が

本
当
に
分
か
っ
て
い
る
の
か
は
疑
問

で
あ
る
。
ま
た
、
私
が
住
ん
で
い
る

山
梨
県
の
知
人
た
ち
に
も
「
由
利
本

荘
市
は
ク
ニ
マ
ス
で
縁
が
あ
る
田
沢

湖
の
近
く
に
あ
る
町
で
す
」
と
言
う

と
、
田
沢
湖
や
角
館
を
知
っ
て
い
る

人
は
い
る
が
、
な
か
な
か
わ
が
故
郷

・
由
利
本
荘
市
ま
で
は
理
解
が
な
い

ら
し
い
。

　
そ
れ
で
も
「
あ
あ
、
あ
の
町
で
す

か
」
と
答
え
る
人
も
い
る
。
そ
れ
は

私
が
専
門
と
し
て
い
る
北
朝
鮮
問
題

研
究
の
仲
間
で
、
２
０
１
７
年
11
月

23
日
深
夜
に
北
朝
鮮
の
漁
民
が
海
岸

に
漂
着
し
、
突
如
民
家
の
ベ
ル
を
押

し
た
事
件
を
知
っ
て
い
る
人
で
あ
る

問
題
は
「
北
朝
鮮
が
ら
み
の
話
」
と

な
る
と
、
な
る
べ
く
は
避
け
た
い
と

い
う
風
潮
が
あ
る
よ
う
だ
。
例
と
し

て
、
私
が
講
演
の
時
に
「
実
は
某
社

の
製
品
の
魚
類
は
北
朝
鮮
か
ら
の
輸

入
品
で
す
」
と
言
っ
た
ら
、
こ
の
講

演
を
聞
い
て
い
た
某
社
の
社
長
か
ら

「
当
社
と
北
朝
鮮
の
関
係
は
話
さ
な

い
で
ほ
し
い
、
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
な

る
」
と
の
こ
と
。
か
と
い
っ
て
「
シ

ェ
ー
ル
オ
イ
ル
試
験
採
掘
」
が
行
わ

れ
た
時
は
、
「
由
利
本
荘
市
」
は
全

国
に
知
ら
れ
た
が
、
後
続
が
な
い
。

わ
が
愛
す
る
郷
土
を
い
か
に
紹
介
し

理
解
し
、
訪
ね
て
も
ら
え
る
の
か
、

難
し
い
。

由
利
本
荘
市
を
紹
介
す
る
難
し
さ

　〜
由
利
本
荘
市
よ
い
と
こ
　一
度
は
お
い
で
〜
　

ちょっとひといき ……

〈10月16日～10月31日受け付け分〉

      りん

    かえで

 かんた

      かな

   れな

  ふうま

そうすけ

    いっぺい

　 　 しずく

　　　はく

　 たいち

　 いつき

　   たお

　  ゆきの

　　　   しゅう

　  

           ひな

          なぎと

　　 かいと

〈10月16日～ 10月31日受け付け分〉
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、 出張所）にお申し出ください。

柳原　チヱさん

佐々木雄弘さん

柏倉　誠一さん

柳田與志美さん

小松　チヨさん

佐藤カツヨさん

齊藤　新一さん

（赤沼下道・92歳）

（館前・64歳）

（石脇・77歳）

（松ヶ崎・75歳）

（烏川・97歳）

（石脇・90歳）

（二十六木・89歳）

（石脇・98歳）

（大浦・68歳）

（薬師堂・87歳）

（石脇・85歳）

（万願寺・94歳）

（薬師堂・69歳）

（田町・22歳）

（給人町・90歳）

（鶴沼・90歳）

（矢島町元町・90歳）

（矢島町荒沢・88歳）

（矢島町舘町・85歳）

（矢島町川辺・92歳）

（川西・91歳）

佐々木義美さん

佐々木博人さん

佐々木　博さん

佐藤　ミツさん

田口　ツサさん

畠山　ツネさん

笠井　重二さん

（石脇・83歳）

（石脇・58歳）

（西小人町・70歳）

（葛法・80歳）

（万願寺・94歳）

（鮎瀬・82歳）

（二番堰・71歳）

作左部英子さん

池田勘三郎さん

羽田　君子さん

櫻庭　キミさん

小松三之助さん

渡部　節子さん

鈴木　悠斗さん

井上　久男さん

須田　佳子さん

佐藤　德夫さん

佐藤　晋作さん

池田テツ子さん

三浦　　文さん

佐々木キヨノさん

熊谷　ミヤさん

菊地　利正さん

神坂ハルヱさん

伊藤　文代さん

白土　ヒデさん

髙橋　　久さん

斉藤ヂョウさん

岡田　チヤさん

齋藤　権七さん

尾﨑　全彦さん

渡辺　春雄さん

佐々木五郎さん

佐藤キミヱさん

土田　寅三さん

三船　キヨさん

（南福田・80歳）

（岩野目沢・67歳）

（滝・93歳）

（大内三川・87歳）

（岩谷麓・83歳）

（岩谷町・83歳）

（北福田・91歳）

（西目町海士剝・91歳）

（西目町出戸・89歳）

（西目町沼田・79歳）

（西目町出戸・78歳）

（西目町沼田・84歳）

（西目町海士剝・89歳）

（鳥海町小川・86歳）

（鳥海町小川・91歳）

10月28日永眠されました。昭和23年から昭和59年まで教職員を
務め、岩谷小学校校長、矢島中学校校長などを歴任されました。
また、本荘市由利郡教頭会会長として学校経営の充実を図るな
ど、本市教育の発展に貢献されました。平成10年春勲五等瑞宝
章。同年本荘市教育学芸功労。93歳。

10月20日永眠されました。旧鳥海町職員として総務課長、助役
などを歴任したのち、平成10年から平成14年までは町長を務
め、社会基盤や生活基盤の整備、町政の発展と地方自治の向上
に貢献されました。平成16年鳥海町自治功労。89歳。

人　の動き 10月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　 　   　　（　）は前月比

人口　 77,452人     （-73）
男=36,968人    　（-28）
女=40,484人　    （-45）

　　世帯数  30,577世帯　 （-15）

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  10月の人身事故発生状況 

　事故件数　   11件
　死亡者数　   １人
　負傷者数　   16人

累計 昨年同期

  　  94件
２人
115人

77件
２人
102人

      （10月31日現在・由利本荘署管内）

ル
ー
ル
を
守
ろ
う

小暮　　凜ちゃん（悠介さん）八幡下

田口　　楓ちゃん（有斗さん）石脇

伊藤　幹大ちゃん（直樹さん）石脇

佐藤　　叶ちゃん（久志さん）川口

金子　怜愛ちゃん（剛大さん）岩谷町

伊藤　楓真ちゃん（慶人さん）及位

尾根澤宗佑ちゃん（勇介さん）石脇

太田侑希乃ちゃん（直希さん）石脇

佐藤あさひちゃん（芳裕さん）石脇

眞坂　　柊ちゃん（美紀子さん）下大野

打矢　ゆらちゃん（祐太さん）三条

鈴木　比菜ちゃん（久也さん）万願寺

武内　渚橙ちゃん（  功  さん）石脇

中村　諧人ちゃん（嘉伸さん）石脇

遠藤　一平ちゃん（倫太郎さん）松ヶ崎

豊島　　雫ちゃん（正太さん）矢島町七日町

豊島　　珀ちゃん（正太さん）矢島町七日町

佐藤　泰知ちゃん（  敦  さん）東由利法内

阿蘇　樹生ちゃん（悠太さん）西目町沼田

佐藤　太凰ちゃん（友由さん）鳥海町伏見

市の認知度やイメージの向上に助言をいただいて

いるふるさと応援大使の井島さんと宮塚さんに、

由利本荘市への思いをつづってもらいました。

工藤　利男さん （旧本荘市功労者・大鍬町）

原田　喜一さん （旧鳥海町功労者・鳥海町下笹子） ふるさと応援大使から

。、

、


